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 私は、おまわりさんに、とても感謝しています。なぜなら、私たちの身の回りの安全を

守ってくれるだけでなく、落とし物を管理してくれたりもするからです。母が、一つの落

とし物をあずかるだけで、何枚もの書類を記入しなければならないことを教えてくれまし

た。そんなにたいへんなお仕事なのに、いつも笑顔でやさしいおまわりさんに、私は頭が

下がる思いでいっぱいです。 

 このような思いになったのは、今から約二年前です。友人と一緒に、公園に遊びに行っ

たら、一つのうで時計が落ちていました。私は、その友人と一緒に、まわりの子たちに、

自分の物ではないかと聞いてまわりましたが、全員、自分の物ではないそうでした。そこ

で私と友人は、そのまま公園に置いていこうとも思いましたが、近くに交番があったの

で、交番にとどけることにしました。交番には、一人の女性のおまわりさんがいて、私た

ちはくわしく事情を説明しました。すると、そのおまわりさんは、メモ帳にメモをとって

くれていました。そのことを母に話すと、たくさんの書類を記入しなければならないこと

を教えてくれたのです。私はとてもおどろき、おまわりさんの仕事は、とてもたいへんな

んだなと思いました。 

 おまわりさんは、常に、自分のことより、人のことを考えてくれていることを知りまし

た。うで時計をとどけたことで、おまわりさんはたいへんなのに、笑顔でお礼を言ってく

れました。そのようなおまわりさんが交番にいてくれたことで、私も、私の友人も、うで

時計をとどけてよかったと思いました。もし、うで時計を落としてしまった本人が、交番

にとりにきてくれたのなら、その本人は、おまわりさんに感謝し、とてもうれしい気持ち

になると思います。私がその本人だったら、そうなります。私のうで時計のために、たく

さんの書類を書いてくれたのだなと、感謝の気持ちでいっぱいになります。 

 私のしょう来の夢は、小学校の保健の先生です。職業はちがうけど、私もおまわりさん

のように、自分より人のことを考えて、自分がたいへんな時も、いつも笑顔でいたいなと

思います。 

 このように、おまわりさんは、私たちにとって、必要不可欠な存在です。まだおまわり

さんと関わったことのない人も、たくさんいると思いますが、私の経験を聞いて、少しで

もおまわりさんについて興味を持ち、いつも感謝してくれたらいいなと思います。そのよ

うなやさしいおまわりさんが世の中に広がっていってくれたらいいなと思います。 


